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＜目的＞被服構成実習においては、個人の能力差が実習進度に大きく影響し、指導は個々

の学生への個別の対応となる。また授業時間外の作業も必要となっている。そこで、場所

と時間を問わずに、使用できる「一人で学ぶ」指導ソフトの製作をおこない、実際の授業

に用いて、その教育効果を検討した。

＜方法＞浴衣の製作内容を、ＨＴＭＬを用いて作成し、現在、急速に拡大普及しつつある

インターネット上に、ホームページとして開いた。使用者はこのホームページにアクセス

することにより、いつでもどこからでもその内容を、鮮明な映像などの情報として引き出

すことができる。加えて、最近のブラウザは計算機能もあるので、これも利用できる。

このシステムを、山梨大教育学部家政科の専門科目である被服構成学実習に適用し、教育

効果をアンケート調査（学生12名、指導者1名）により確かめた。

＜結果＞学習全体についての評価は、５段階評価においてやや良い結果であった。その中

で、ソフトの操作性の評価は良いという結果であり、操作が簡単であることを示していた。

さらに、画面の構図や色彩、学習の楽しさや自分のペースでできることについては良いと

いう結果が得られた。一方、疲労については、普通の評価であった。指導者の評価も学生

とほぼ一致した。このような学習形態は、実技教育において有効と考えた。

2Ｔ-5(P) 温度差のある室間の移動頻度が自律神経系に及ぼす影響

　　　　　　　　○高橋美加＊　栃原裕＊＊

　　　　　　　(＊公衆衛生院、＊＊九州芸工大)

目的　定性的にいわれている冷房による自律神経系失調を定量化する試みとして、夏

期の冷房室内温度と外気温度を想定した温度差のある二室間を同一実験時間内で移

動する間隔（移動頻度）が被験者の生理心理反応に与える影響を調べた。

方法　隣接した２室の人工気候室を作用温度34°Ｃと22°Cになるように設定し、１条

件当たりの二室間の移動時間は計240時間とした。移動条件は①40分間隔、②10

分間隔の２条件とし、作用温度26°Cに継続して在室する条件を③対照条件とした。

実験の説明を受けて同意した成人女子５名が被験者として各条件にそれぞれ１回ず

つ参加した。着衣条件はＴシャツ・キュロットスカート・下着・スリヅパとした。生

理反応として、皮膚温・直腸温・血圧・心拍数・起立試験中の心拍変動を測定し、心

理反応として、温冷感・快不快感を申告により得た。

結果　①②とも、室温22°Cでは寒さのための不快が比較的少ないのに対し、室温34°C

では暑さのための不快がより強いが、極端に不快な条件ではなかった。起立試験に心

拍変動のスペクトル成分による自律神経活動の評価を組み合わせる手法によって、条

件ごとに副交感神経活動と交感神経活動のバランスの傾向を示した。
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